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ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画について

【趣 旨】

「ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画」の素案をとりまとめたことから，その内容についてご意見を伺うもの

令和７年９月１日（月）

都市整備部 市街地整備課

＜ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画（素案）＞

第7回 ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画策定懇談会

資 料 １



説明項目

○ 第６回懇談会に対する主な意見

○ ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画（素案）について
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交通空間に関する意見

・タクシー乗降場をバスロータリーと一体化する変更は，利用者の利便性向上や，混雑の緩和に繋がると考える

・駅正面がバス・タクシー空間になることは仕方ないが，可変性のある空間として，将来の交通需要の変化に対応しながら，更なる人中心の空間への転換をお願いしたい

・駅南側にも駅利用者の駐車場や荷捌きスペースの整備が必要。駅南地区内における一般車の降車需要への対応を検討してほしい

・タクシー乗車位置は，駅改札前からのアクセス性や視認性など，利用者の利便性の観点から駅正面への配置を検討してほしい

・タクシープールの設計には駅前空間に普段必要な台数を確保の上，駅周辺に「第二待機場」を設けるなど，現在と同等の規模を確保してほしい

・高齢者や身体の不自由な方等，外出時に配慮が必要な方については，一般車空間内においても，駅舎に近い位置に専用乗降スペースを確保する必要がある。また，その運用が徹
底できる方策を検討する必要がある

・駅前広場の再整備に伴う，一般車のアクセス動線の変更や乗降スペースの使い方などについて，市民への理解と周知に十分な時間をかけてほしい

歩行（広場）空間に関する意見

・駅前広場・中央地区と北地区を繋ぐ歩行者動線については，車道を横断しないように2階空間における動線の確保が必要である

・２階交流広場について，中心市街地との往来やＪＲ・ＬＲＴ乗換の利便性向上に繋がると考える。広場の位置・面積，活用法については十分検討してほしい

・駅前広場内に一体的に設ける交流広場は，本市の玄関口として歴史や文化を感じさせるシンボリックで印象的な空間となることが望ましい

・高齢化などを踏まえ，乗換においては「なるべく簡単に，歩く距離は短く」という要請が強まるので，出来る限り負担軽減できるような工夫をしてほしい

土地利用に関する意見

・北地区の整備では，交通円滑化を考慮しながら県道からのアクセス動線を検討する必要がある。また，2階通路による歩行者動線の接続が必要。駐車場，商業施設，スポーツ施設
などを備えた多機能・多目的高層ビルの整備を期待している

・中央地区の再整備にあたり，将来イメージ図のように駅から田川が見えるような空間の確保や，どのように駅前との一体的な空間を生み出すのかを考えておくことが必要

・「北地区」含めて周辺街区が活性化空間として再開発されることは期待するが，街区ごとに単独の開発とみられないよう，駅前広場を中心に，西口周辺地区を繋ぐ分断されない
一体感が醸成される工夫が必要

第６回懇談会（駅前広場の平面図イメージ）に対する主な意見

※ これらの意見については，今後の駅前広場の基本設計や周辺民間街区における開発事業などに活かしていく
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説明項目

○ 第６回懇談会に対する主な意見

○ ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画（素案）について
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Ⅰ-1 計画策定の背景・目的

 ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区は，県都の玄関口として，都市空間の
創出や高次な都市機能の集積，交通結節機能の強化を図るため，
まちづくりの基本理念や土地利用構想などを示す「ＪＲ宇都宮駅
西口周辺地区整備基本構想」を平成２５年３月に策定した。

 本構想の中で，本地区は， NCCをけん引する「都市拠点」の一つ
の核となる地区であり，様々な交通モードが結節する交通の要
衝であるとともに，産業，業務，生活，文化などの交流を促進す
る広域交流拠点に位置づけている。

 こうした中，駅東側におけるライトライン開業や駅西側ライトライ

ン延伸など公共交通ネットワークの構築に向けた検討の進展や，

脱炭素社会の構築，防災性の向上など社会状況の変化や多様化

するニーズへの対応が求められている。

 これらを踏まえ，現在のまちづくりを取り巻く環境の変化を捉え

ながら，基本構想の具現化に向けて，駅とまちが一体となった人

中心の居心地の良い空間を創出していくため，地区の将来像や

その実現に向けた整備方針などを取りまとめるもの。

西口周辺地区

都市機能誘導区域
（都市拠点エリア）
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 平成25年3月に策定した「ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基

本構想」における対象範囲を基本としつつ，土地利用状況や

交通基盤の状況，地区内のまちづくりの動向などを踏まえて，

駅前広場と田川周辺エリアを含む周辺の民間街区を中心と

したエリアとする。

Ⅰ-2 計画の範囲

約11ha
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・ＮＣＣ形成ビジョン

・第３次宇都宮市都市計画マスタープラン

・立地適正化計画

・第２次宇都宮都市交通戦略

・芳賀・宇都宮地域公共交通計画

・景観計画

・第３次宇都宮市環境基本計画

・宇都宮市デジタル共創未来都市ビジョン

など

基
本
計
画
レ
ベ
ル

Ⅰ-3 計画の位置づけ

都心部まちづくりプラン
（令和6年2月策定）

JR宇都宮駅西口周辺地区

都心部
構
想
レ
ベ
ル

（仮称）ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区
整備基本計画

都心部まちづくりビジョン
（令和４年２月）

ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本構想
（平成２５年３月）

【関連計画】

第６次宇都宮市総合計画

「スーパースマートシティ」
NCCを土台に社会環境の変化に対応した宇都宮市が目指す新たなまちの姿

具体化

連携
整合

具体化

本市が目指すスーパースマートシティの土台となるＮＣＣをけん引する都心部の重要な拠点である駅西口
周辺地区における，駅前広場と周辺街区が一体となって再編を進めていくための整備方針を示す計画
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Ⅰ-4 目標年次と空間の考え方

 道路や駐車場など車のための空間が，
大半となっている

人の空間
（歩行者空間）

 人中心の空間に改変 人々の回遊を生み出す軸の形成と，その起点と
なるにぎわいと憩いの空間の創出

現 在 2035年 20５0年頃
（周辺街区を含む空間再編時）

車の空間

大通り軸
大通り軸

東西軸

北軸

東西軸

南軸

北軸

 第6次総合計画基本構想やNCC形成ビジョンが示す２０５０年の目指すべきまちの将来像を見据えたうえで，
駅西側ライトラインの整備と駅前広場の再編，さらには周辺民間街区の再開発等の進展を見通し，概ね10年後
の２０３5年を目標年次とする。

 駅前広場の再編や周辺民間街区の再編を通して，現在の車中心の空間から人中心の空間に改変していくもの

南軸 南軸

： 再開発等

大通り軸

にぎわいと
憩いの空間

北軸

東西軸
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民間街区の再開発・再整備駅前広場施設整備（基本設計等）

（仮称）ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本計画

駅前広場【公共】 駅周辺街区【民間】

５ 駅前広場の整備方針（整備の考え方）

１ 整備基本計画の位置づけ・構成

計画の目的や位置づけ，官民一体となったまちづくりに向けた本計画の全体構成を定める

３ ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区の将来像・戦略・構造イメージ

官民が目指すべきまちの将来像を設定し，その実現に向けた戦略（取組方針）や構造イメージを定める

４ ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区の将来像実現に向けた取組方針

官民一体となったまちづくりを進めていくため，整備に係る基本的な考え方を定める

駅前広場の施設配置や交通動線の考えを
まとめる

２ 現状と課題

改めて地区の現状を分析し，課題について４つの視点から整理する

空 間 交 通 景 観 社会状況

空 間 交 通 景 観 社会状況

空 間 交 通 景 観 社会状況

駅周辺街区における導入機能に関する考え方
を整理する

６ 土地利用の方針

連携・調整

Ⅰ-5 計画の構成

 官民一体となったまちづくりを進めていくため，本計画は「駅前広場」と「駅周辺民間街区」の整備方針を一体的に
とりまとめる
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Ⅱ 【参考】基本構想におけるまちづくりの目標

整
備
基
本
構
想
で
示
す
整
備
方
針

基本構想においては空間・交通・景観の３つの視点からまちづくりの目標や課題を整理している。基本計画策定にあ
たっては，３つの視点に加え，構想策定後の社会状況など環境変化を踏まえながら，改めて課題整理を行う。

１．楽しさと活気あふれるまちづくり

２．交通利便性の高い安全で快適なまちづくり

３．県都の玄関口にふさわしい風格と魅力の
あるまちづくり

【まちづくりの目標】

【基本理念】
広域的な交流拠点にふさわしい活力と風格あるまちづくり

空 間

交 通

景 観

にぎわい・
交流空間の

創出

交通結節
機能の強化

風格と魅力
ある都市景観

の形成

社会状況の
変化を踏ま
えた対応

 基本構想におけるまちづくりの目標
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テーマ 環境の変化 課 題

社 会
状 況

・NCCをけん引する都市拠点形成の一層の推進
・都心部まちづくりプランに基づく人中心のウォーカブ
ルなまちづくり
・ライトラインを基軸とした公共交通ネットワークの構築
・誰一人取り残さないインクルーシブなまちづくり
・脱炭素社会の構築
・自然災害に強くしなやかな環境形成
・DXの推進による働き方の多様化

・多様化するニーズへの対応や，将来的な変化に柔軟
に対応できるまちづくりを進めていく必要
・ゼロカーボンシティ実現に向けたまちづくりが必要
など

Ⅱ 現状と課題

 基本構想策定後の「社会状況（環境の変化）」と課題
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Ⅱ 現状と課題

テーマ 現 状 課 題

空 間

【問題点】
・建築物の老朽化
・大規模な平面駐車場や散在する駐車
場などの低未利用地が存在

・人中心の居心地の良い滞留空間不足
・ゆとりある歩行者空間の不足

【環境変化】
・ライトライン導入による交通結節点と
してのポテンシャルの向上

・市街地再開発事業の推進によるまち
なか居住の促進

・老朽建築物の更新や低未利用地の有効活用を図る必要
・官民一体となってゆとりある歩行者空間の創出などに取り組む必要
・交通結節点として多様なニーズに応える都市機能の集積や，さらな
るまちなか居住を推進する必要 など

 「社会状況（環境の変化）」を踏まえ「空間（都市機能・土地利用）」，「交通（交通結節機能）」，「景観（景観・アメニティ）」の３
つの視点から改めて現状分析と課題整理を行う。
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Ⅱ 現状と課題

テーマ 現 状 課 題

交 通

【問題点】
・各交通モードが大通りに集中混在する
ことによる交通渋滞

・自動車・歩行者動線の錯綜
・デッキ上まで続くバスの待ち列

【環境変化】
・ライトライン導入による交通結節機能の
強化

・交通分野におけるデジタル化
・自動運転技術の進展

・ライトライン導入を見据えた自動車動線・歩行者動線を整理すると
ともに，誰もが安全・安心・快適に移動できる乗換環境を整備する
必要

・自動運転をはじめとしたデジタル技術の進展など，交通環境の変
化に対応する環境整備が必要 など

景 観

【問題点】
・田川などの地域資源が活かしきれてい

ない
・看板の乱立など統一感に欠けた景観
・緑を感じられる空間の不足

【環境変化】
・まちのシンボルとなるライトラインの導
入

・田川や大谷石など宇都宮の地域資源や緑を活かした統一感のあ
る景観形成に取り組む必要 など
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Ⅲ-1 地区の将来像と戦略

テーマ まちづくりの戦略

空 間
人中心の新たな「駅まち空間」
▶車から人中心の空間へ転換していくことで，人々の賑わい溢れる居心地の良い空間を形成

交 通
誰もが安全・安心に移動でき，多様なモビリティが連携した交通空間
▶公共交通の利便性向上と自動車・歩行者の安全・円滑に移動できる空間を形成

景 観
県都の玄関口にふさわしい潤いと風格のある景観の形成
▶宇都宮の地域資源との繋がりを感じられる，水と緑を活かした統一感のある景観を形成

社会状況
社会変化に対応できる，人と環境に優しいまちなか
▶多様化するニーズや社会潮流の変化に対応できる，人と環境に優しい空間を形成

【地区の将来像】 県都の玄関口にふさわしい風格とにぎわい溢れる
「交通」と「まち・水・緑」が調和した人中心の居心地の良い空間

 現状と課題を踏まえ，「地区の将来像」とその実現に向けたまちづくりの視点ごとに４つの「戦略」を整理
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中心市街地

田川

南地区

北地区

駅東口地区
特に東西間の繋がりを強化

駅まち空間

歴史・文化・商業などの
中心である中心市街地
との繋がりを強化

市街地再開発事業などにより生み出さ
れている良好な居住環境との繋がりを
強化

駅前の貴重な自然資源で
ある田川との繋がりを強化

ＭＩＣＥ誘致の促進などにより交
流人口が増加する東口との繋が
りを強化

高次な都市機能の導入など
エリアの活力創出に向けて
重要な拠点となる北地区と
の繋がりを強化

駅
ま
ち
空
間

【特性】
様々な交通モードが集中する重要な交通結節点であるとともに，様々な

ニーズに応える都市機能の集積や多くの人々が行き交う広域的な交流拠点
【役割】
駅まち空間を中心に東西南北に伸びる「４つの軸」を意識した再編を
進めることで，周辺街区との繋がりを強化し，人々の交流とより一層の
にぎわいの創出，さらには周囲へその効果が波及するような空間を創出

将来像を実現するため，駅や駅前広場と周辺街区を一体的に捉えながら，駅前広場などの「駅まち空間」を
中心に，周辺街区との繋がりを強化するため「大通り軸」「東西軸」「南北軸」を形成していく

 駅西口周辺地区の構造イメージ（駅まち空間と軸の形成方針）

Ⅲ-２ 構造イメージ
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※ このイメージ図は，ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区の整備に向けた検討を深めていくために，これまで懇談会で議論してきた内容を基に，
令和６年１０月に作成・公表したものであり， ＬＲＴの構造や駅前広場，周辺開発，交通動線などについて確定したものではありません

まちなかと駅をつなぐ，人とライトラインやバス，タクシーなど
各交通モードが共存した人中心のウォーカブルな空間

ライトライン，鉄道，バス，タクシーなどの各交通モードの利
用者が行き交う新たな駅前の顔となる空間

まちなかと駅をつなぐ周辺民間街区と一体となった
緑あふれる人中心の居心地の良い空間

 駅西口周辺地区の目指す将来像を可視化（イメージ図）

Ⅲ-３ 将来イメージ
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空 間

〇 駅・駅前広場・周辺街区が一体となった人中心のウォーカブルな空間を形成

〇 市民や来街者にとって居心地の良い，憩いや交流の場所となる空間形成

〇 にぎわいと魅力向上につながる都市機能の導入と効果的な配置

交 通

〇 誰にとってもスムーズな乗継利便性の高い交通空間の形成

〇 回遊性が高く，安全・安心・快適な歩行空間の形成

〇 デジタル技術の積極的な活用と需要の変化に応じた柔軟な対応

➡ 人中心のウォーカブルな空間を官民が連携してつくりあげる

➡ 駅前に広場空間を確保

➡ 地域経済の活性化や交流人口の増加などにつながる駅前にふさわしい
機能を官民が連携して導入

➡ 交通結節機能強化と過度な自動車流入の抑制

➡ 歩行者が車を気にせず，また，乗り換えの際は雨を避けて歩行できる空間

➡ 将来の需要変化などに対応できるような可変的な空間配置を考慮

Ⅳ 将来像実現に向けた取組方針

キャッスルガーデン 芝生広場

国土交通省 マルチモビリティステーション資料東京駅 八重洲グランルーフ

 地区の将来像の実現に向け，地区の現状・課題も踏まえながら，戦略ごとに取組方針をとりまとめる

戦略：人中心の新たな「駅まち空間」

戦略：誰もが安全・安心に移動でき，多様なモビリティが連携した交通空間

16



景 観

〇 水と緑が感じられる駅前にふさわしい景観の形成

〇 宇都宮の文化を感じられる景観の形成

〇 誰もが快適に感じられる景観の形成

➡ 駅前に近接する田川を活かした潤いや安らぎを感じられる景観

➡ 歩いていて愉しいと感じられるような魅力的な景観

➡ 大谷石など地場産材の活用や，ライトラインと沿線街並みとの調和

花園町通り（愛媛県松山市）

社会状況

〇 誰一人取り残さないインクルーシブなまちづくり

〇 脱炭素社会の実現に向けた取組

〇 自然災害に強くしなやかな環境形成

〇 空間の質を担保する仕組みづくり

➡ 誰にとっても居心地の良い空間とするため，バリアフリーやユニバーサルデザインへの取組

➡ エネルギーの効率的な活用や，創エネ化への取組

➡ 地震や豪雨，猛暑など自然災害への備え

➡ 空間の質を維持・向上させていくためのエリアマネジメント等の取組

道の駅うつのみやろまんちっく村のEV充電スタンド

Ⅳ 将来像実現に向けた取組方針

丸の内仲通り（東京都））

戦略：県都の玄関口にふさわしい潤いと風格のある景観の形成

戦略：社会変化に対応できる，人と環境に優しいまちなか
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Ⅴ-1 交通空間における現状と課題

【交通】
・バス，タクシー，送迎や商業施設に向かう一般車が大通り・駅前広場に集中混在
・それら車両と歩行者が横断歩道で錯綜する箇所が複数存在
➡ 安全・円滑な交通を確保する必要

【空間】
・道路や駐車場などが空間を占めており，人中心の居心地の良い空間が不足
➡ 居心地の良い憩いや交流の場所となる空間を確保する必要

 取組方針を踏まえ，「空間」「交通」などの視点に基づき整理した駅前広場における現状や課題に対応する
ため，駅前広場の整備方針をとりまとめる

主要な歩行者動線
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Ⅴ-2 駅前広場の整備方針（整備の考え方）

 駅前広場の整備の考え方（駅西側ライトライン開業時における駅前広場の平面図イメージ）

１階平面図
• 交通の円滑化を図るため，アクセス動線を分離

宮の橋交差点【バス・タクシー】
博労町交差点【一般車】

•バス乗降場の形式
バスと歩行者動線を分離し，安全面を考慮した
ロータリー式とする

•東西軸を中心に新たな駅前の顔となる空間を確保し，
かつ乗り継ぎ利便性向上のため，交通施設に隣接し
た駅前広場を中心に交流広場を配置

まちなかと駅をつなぐ，人とライトラインやバス，タクシーなど
各交通モードが共存した人中心のウォーカブルな空間

• 駅前広場への過度な自動車の流入抑制や歩行者と自動車の錯綜を解消していくことを基本に，限られた駅前空間を活用した各交通
モードの特性を踏まえた効率的な交通施設等の配置や駅前へのアクセス動線の設定，１階と２階レベルにおける階層性のある歩行空
間や広場を配置していく。

駅前広場のコンセプト

• 一般車乗降空間内において，障がいや病気，妊産婦等
外出時に配慮を要する方のための専用乗降スペースを
駅舎の近くに配置

•タクシー利用者向けに駅改札付近に乗車場を確保
※タクシー乗車場の円滑な運用を検討

※ 駅前広場については，将来のさらなる技術の進展や交通需要の変化などにも対応しながら，
人中心の空間に転換できる，可変性のある空間配置としていく。

駅前広場の平面図（イメージ）※ＬＲＴ開業時
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Ⅴ-2 駅前広場の整備方針（整備の考え方）

２階平面図

• １階レベルに交流広場とゆとりある通路を確保するととも
に２階レベルの通路も活用し，歩行者と車両の錯綜を解消
•駅とライトライン，周辺民間街区をつなぐ回遊性の高い歩行
者動線を設定
•主要な乗り継ぎ動線などにはバリアフリーや利便性に配慮
した昇降施設（エレベーターなど）を設置

•来訪者が本市の顔として最初に感じる，本市の象徴
となるライトラインと一体となった２階レベルの空間
（交流広場）を配置

※ 駅前広場の整備方針を踏まえた，バス・タクシー空間などの配置や交通動線，空間の使い方などを具体的に示す「基本
平面図」を作成中（駅西側ライトライン開業時）

※ 「基本平面図」を基に施設設計を進め， 年度内を目途に交通施設の配置や規模を決定する基本設計をとりまとめる。

駅前広場の平面図（イメージ）※ＬＲＴ開業時
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〇 駅前広場

導入機能の考え方
 各交通モードの利用者が行き交う新たな駅前の顔となる空間
 市民や来訪者（公共交通利用者）の利便性向上につながる機能を配置
 乗り継ぎの合間に休憩・飲食できるような機能を配置

導入機能：交流広場，交通利便機能（ベンチ・トイレ・チケットセンターなど）

〇 中央地区

導入機能の考え方・留意点
 多様な目的を持った多くの人が行き交う駅前の立地特性を踏まえ，交流広場に

面する低層部に，様々なニーズに対応できる複合的な機能を誘導
導入機能：商業，医療・健康，教育・文化，業務，宿泊，子育て支援，多世代交流など

姫路駅北賑わい交流広場姫路駅北賑わい交流広場

子育てなんでもセンター（高崎市）子育てなんでもセンター（高崎市）米百俵プレイスミライエ長岡米百俵プレイスミライエ長岡

【土地利用の方向性】
• 交流広場を中心に，まちなかと駅をつなぐ，人とライトラインやバス，タクシーなど各交通モードが共存した人中心の

ウォーカブルな空間を形成

土地利用の方向性
• 駅前広場に隣接し，働く人や学ぶ人，住む人など多くの人が行き交う拠点として，様々なニーズに対応できる機能が集積

した広域的な交流と賑わいの空間を形成

Ⅵ 土地利用方針

花園町通り花園町通り

 駅前広場の再整備と一体となった地区の将来像実現に向け，現在の土地利用や交通計画を考慮しながら，市街地再開発事業などに
おける土地利用の方向性や導入機能を整理

※目指す土地利用に合わせた用途地域の適正化や都市計画制度の運用 （地区計画など）を検討

※駅東口におけるＭＩＣＥ誘致の促進などによる交流人口増加の受け皿となる機能の導入を検討

※水と緑が感じられる駅前にふさわしい景観形成に向けたルールづくりや，脱炭素や防災機能の

強化を図る施設の導入を検討
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〇 北地区

導入機能の考え方
 人の流れを誘発し賑わいの創出につながる機能や，文化・芸術に触れる

ことができる機能を誘導
 駅利用者や周辺商業施設等の附置義務駐車場の一部を担う駐車機能を

誘導
導入機能：商業，医療・健康，教育・文化，業務，居住，宿泊，集約駐車場など

〇 田川周辺エリア

導入機能の考え方
 地域資源である田川に隣接する強みを活かした回遊性や賑わいを高

める機能を誘導

導入機能：商業，宿泊，居住など

土地利用の方向性
• 駅西口周辺地区の活力創出やエリアの魅力向上に向けた重要な拠点として，基盤整備により低未利用地を利活用し，

都市機能の導入など賑わい空間を形成

土地利用の方向性
• 中央地区・南地区などと連携を図りながら，田川などの地域資源を活かした，水や緑を感じられる賑わい空間を形成

Ⅵ 土地利用方針

土地利用の方向性
• 市街地再開発事業などによって生み出されてきたゆとりある歩行空間や緑を感じる沿道を活かした，憩いへとつながる

生活空間を形成

〇 南地区

導入機能の考え方
 現在の土地利用を踏まえた居住などの機能や，観光など来訪者の多様なニー

ズに応えられる機能を誘導

導入機能：居住，宿泊，商業，業務，駐車場など 宇都宮駅西口南地区宇都宮駅西口南地区
宇都宮駅西口
大通り南地区
宇都宮駅西口
大通り南地区
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エリア

駅前広場

南
地
区

Ｂ・Ｅ街区

C・D・F
街区等

中央地区
Ａ街区・

トナリエ周辺

北地区

田川周辺
エリア

• 市街地再開発事業の着実な推進
• 再開発建物を活かしたエリアの魅力向上につながる取組

（エリアマネジメントなど）

２０５０年２０４０年２０３０年

• 老朽建物の更新や都市機能の導入に向けた市街地
再開発事業等の検討

• 市街地再開発事業等の推進

• 権利者意向確認
• 事業化に向けた検討

・導入機能やアクセス動線の検討
・市場調査等行いながら事業スキームの検討

• 市街地再開発事業等の推進

• 権利者意向確認
• 事業化に向けた検討

・導入機能やアクセス動線の検討
・市場調査等行いながら事業スキームの検討

• 市街地再開発事業等の推進

• 整備基本計画を踏まえた
基本設計（２０２５）➡詳細設計の実施

• 駅前広場の整備・供用開始
※ 段階に応じて部分共用を図っていく

• 駅前広場の使い方の周知・啓発（交通マナーなど）
• 駐車場の適正化や需要に応じた交通空間の適正化

（交通利用者の需要の変化や自動運転技術の普及など）

・駐車場の適正化や集約配置（集約駐車場の整備など）

・土地の有効活用に向けた基盤整備（土地区画整理事業）

• 再開発建物を活かしたエリアの魅力向上につながる取組
（エリアマネジメントなど）

• 再開発建物を活かしたエリアの魅力向上につながる取組
（エリアマネジメントなど）

• 市街地再開発事業等の推進
• 事業化に向けた検討
・導入機能やアクセス動線の検討
・市場調査等行いながら事業スキームの検討

• 権利者
意向確認

• 再開発建物を活かしたエリアの魅力向上につながる取組
（エリアマネジメントなど）

Ⅶ 今後の取組イメージ

 駅前広場の再整備及び駅周辺街区の再編に向けた官民一体で取組むまちづくりの進め方
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Ⅶ 今後の取組イメージ

 事業推進に向けて

• 官民が一体となって将来像を実現していくため，基本計画を踏まえながら，駅前広場の整備について，交通事
業者や交通管理者，栃木県などの関係機関と十分に連携・調整を図りながら取り組むとともに，周辺街区にお
ける市街地再開発事業などについて，地元権利者の合意形成や民間事業者との密な連携・調整のもと，取り
組んでいく

• 実施に当たっては，引き続き外部懇談会などを設置し，学識経験者や地元住民の代表者などの意見も伺いな
がら，これまで以上に官民一体となって取り組んでいく

市 民 事業者
役割①まちをつくる

（主に地権者など）

役割②まちを使う・育てる
（主に居住者・就業者・学生など）

役割①まちをつくる
（主にデベロッパーなど）

役割②サービスをつくる・アップデートする
（交通事業者、各種サービス事業者）

• 将来像に応じて、にぎわい、憩い、交流空間創出等への協力
と、統一感のある景観の創出、建て替え時等におけるオープ
ンスペースの確保

• 開発による新たな住民コミュニティとの融合

• 駅前広場等の新たな公共空間の積極的な活用や
にぎわいづくりへの参画

• LRT、バス、タクシーなどの公共交通の積極的な利用

• 地区に適した手法（再開発等）による、駅周辺にふさわしい
機能導入、機能集積につながる事業の提案・実施

• 公共空間と連携した豊かなオープンスペースの創出と県都の
玄関口にふさわしい景観形成の実現

• 鉄道、バス、タクシー、LRT事業者等が協力し、交通結節拠
点における円滑でシームレスな公共交通サービスの提供

• ICT等の新技術の導入などを通じた新たなサービスの提案・
創出、合わせて更なる空間の有効活用による段階的な人中心
のまちづくりへの協力

役割③事業者を支える
• 駅と民間街区の連携した整備を推進する民間開発事業に対す
る支援

• 駅周辺の価値向上に向けたエリアマネジメント組織などの設
立支援

役割①基盤を作る
• 駅前における公共交通の利便性を高める交通結節拠点の基盤
整備

• 人々が集い、憩えるとともににぎわいを生む駅前広場と周辺
街区へつながる歩道者動線の整備

役割②ルールをつくる
• 県都の玄関口にふさわしい駅西口周辺地区における景観形成
に資するルールの策定

• 駐車場適正配置の誘導・推進
• 都市計画制度等の規制誘導手法を活用したまちの機能誘導や
公共空間の利活用の推進

行 政
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